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医
師
数
は
、
全
国
的
に
は
毎
年

３
，
５
０
０
人
〜
４
，
０
０
０
人

程
度
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
都
市
部
に
医
師
が
集

中
す
る
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
医

師
数
の
格
差
が
生
じ
、
医
師
不
足

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
地
域
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
一
部

の
診
療
科
に
お
け
る
医
師
不
足
が

地
域
医
療
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
例
も
見
ら
れ
、
特
に
産

婦
人
科
・
小
児
科
に
お
い
て
は
、

医
師
の
地
域
的
偏
り

　
　
　
　

診
療
科
の
偏
り

病
院
の
診
療
科
の
閉
鎖
な
ど
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
医
師
数
の
地
域

格
差
や
特
定
の
診
療
科
に
お
け
る

勤
務
医
の
減
少
の
主
な
背
景
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
要
因
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

1
大
学
病
院
に
よ
る
医
師
派
遣

（
紹
介
）
機
能
の
低
下

　

医
学
部
卒
業
後
の
臨
床
研
修
必

修
化
（
平
成
16
年
度
〜
）
以
降
、

大
学
医
学
部
の
医
局
が
担
っ
て
い

た
『
地
域
の
医
療
機
関
に
対
し
て

医
師
を
紹
介
す
る
機
能
』が
弱
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

‐
地
域
医
療
の
現
状
と
課
題
‐

　

病
院
の
閉
鎖
や
診
療
体
制
の
縮
小
・
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
不
能
な
ど
、
医
師
不
足
を
原
因

と
し
た
地
域
医
療
の
崩
壊
が
全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
地
域
で
も
例
外
で
は
な
く
、
県
北
部
の
医
療
の
中
核
で
あ
る
深
谷
赤
十
字
病

院
に
お
い
て
も
、
医
師
の
減
少
に
よ
り
診
療
体
制
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
医
療
に
お
い
て
も
、
※
病
院
群
輪
番
制
へ
の
参
加
病
院
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

年
々
運
営
体
制
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
が
大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
今
、
医
療
を
提
供
す
る
側
だ
け
で
な
く
、
受
け

る
側
で
あ
る
地
域
住
民
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
行
政
が
相
互
に
協
力
し
、
地
域
全
体
で
地
域
の
医

療
を
支
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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2
病
院
勤
務
医
の
過
重
労
働

　

不
規
則
な
勤
務
時
間
や
休
日
・

夜
間
に
患
者
数
が
多
い
小
児
科

医
・
産
科
医
な
ど
に
、
特
に
厳
し

い
勤
務
環
境
が
生
じ
て
い
ま
す
。

3
女
性
医
師
の
増
加

　

近
年
の
若
年
層
に
お
け
る
女
性

医
師
の
著
し
い
増
加
に
従
い
、
出

産
・
育
児
に
よ
る
離
職
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

地
域
の
医
療
環
境

　

人
口
10
万
人
当
た
り
の
医
師
数

は
、
全
国
平
均
で
２
１
７
・
５
人

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
埼
玉
県

は
、
１
４
１
・
６
人
と
全
国
最
低

レ
ベ
ル
で
す
。
県
内
の
二
次
保
健

医
療
圏
別
の
医
師
数
（
図
1
）
を

見
て
も
、
深
谷
市
の
属
す
る
大
里

保
健
医
療
圏
は
１
４
５
・
１
人
と

全
国
平
均
に
は
遠
く
及
ば
ず
、
さ

ら
に
、
県
内
で
も
地
域
格
差
が
生

じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
医
療
施
設
（
病

院
・
診
療
所
）
は
増
加
し
て
い
る

の
に
対
し
、
病
院
の
内
科
、
小
児

科
、
外
科
な
ど
は
減
少
し
て
い
ま

す
（
図
２
・
図
３
）。

　

こ
の
よ
う
に
、県
内
の
医
療
は
、

従
来
か
ら
の
少
な
い
医
師
数
に
加

え
、
内
科
や
小
児
科
な
ど
が
深
刻

な
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

深
谷
地
区
の

　
　
　
　

救
急
医
療
体
制

　

深
谷
地
区
の
救
急
医
療
体
制

は
、
病
気
や
け
が
の
症
状
の
度
合

い
に
応
じ
、
初
期
、
第
二
次
、
第

三
次
の
体
制
が
取
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
休
日
・
夜
間
の
入

院
や
手
術
を
必
要
と
す
る
患
者
に

対
応
す
る
第
二
次
救
急
医
療
に
お

い
て
は
輪
番
制
病
院
へ
の
参
加
病

院
が
少
な
く
、
参
加
病
院
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
小
児
の
第
二
次
救
急
医

療
体
制
は
、
対
応
で
き
る
病
院
が

県
北
部
に
少
な
い
た
め
、熊
谷
市
・

行
田
市
・
羽
生
市
・
深
谷
市
・
本

図 1　二次保健医療圏別医師数（人口 10万人当たりの医師数）

平成
17年

平成
21年

内科系 23 人 17 人
小児科   6 人   3 人
整形外科   5 人   4 人
外科 10 人 10 人
その他 32 人 31 人
計 76 人 65 人

表 1　深谷日赤の常勤医師数

※病院群輪番制
入院や手術が必要な重症患者に対して、地域において複
数の病院が交代で休日・夜間に診療する体制をいいます。

図 2　県内医療施設数の推移（個所）
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359
病院

庄
市
な
ど
５
市
４
町
を
一
つ
の
医

療
圏
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
医
師
の
減
少

に
よ
る
参
加
病
院
の
脱
退
な
ど
に

よ
り
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
、
休

日
・
夜
間
の
当
番
病
院
が
不
在
の

日
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
当
番
病
院
が
な
い

日
や
病
院
が
受
け
入
れ
困
難
な
場

合
な
ど
は
、
遠
方
の
医
療
機
関
で

の
対
応
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

深
谷
赤
十
字
病
院
の
現
状

　

深
谷
赤
十
字
病
院
（
以
下
深
谷

日
赤
）
は
、
第
三
次
救
急
医
療
を

行
う
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
地
域
医
療
支
援
病

院
な
ど
多
く
の
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
高
度
な
医
療
を
提
供
し
、

地
域
医
療
を
支
え
る
基
幹
病
院
と

し
て
、
県
北
80
万
人
の
生
命
を
守

る
た
め
に
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
存
在
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
医
師
不
足
は

深
刻
で
、
派
遣
医
師
の
引
き
揚
げ

や
退
職
に
よ
り
、
平
成
17
年
に
76

人
い
た
常
勤
医
師
は
、
平
成
21
年

７
月
現
在
、
65
人
に
減
少
し
て
い

ま
す
（
表
１
）。

　

特
に
、
内
科
系
の
医
師
は
４
年

間
で
６
人
減
少
し
、
６
人
い
た
小

児
科
の
医
師
は
、
半
数
の
３
人
に

ま
で
減
り
、
診
療
体
制
を
縮
小
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
救
急
に
十
分
な
体

制
が
と
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

勤
務
医
の
厳
し
い
勤
務
環
境
が

生
じ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
関
連

病
院
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
医
師

も
、
今
後
同
様
に
派
遣
さ
れ
る
保

証
は
な
く
、
医
療
体
制
は
さ
ら
に

厳
し
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

図 3　県内診療科目別病院数（個所）
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（データ：深谷市消防本部）

その他の県内
642人(10.4%)

深谷市内
3,575人
(57.8%)

県外
94人(1.5%)

小川町
516人(8.3%)

熊谷市
643人(10.4%)

寄居町
718人(11.6%)

深谷市休日急患診療所利用者数
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小児科
小児科

内科・外科
2,315 人
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5,000

内科・外科

●休日急患診療所、こども夜間診療所
深谷地区医師会が運営し、年間約 5,000
人の診療を行っています。ここ数年では、
主に小児科の受診者数が増加しています。
また、こども夜間診療所も年間約 120 日、
約 1,500 人の診療を行っています。
●救急搬送先
当番病院の不在や受け入れ困難な場合な
ど、市外へ搬送される場合もあります。
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秩父保健医療圏

98.0人
児玉保健医療圏

大里保健医療圏

118.0人118.0人
比企保健医療圏

246.8人
西部第二保健医療圏

155.3人
西部第一保健医療圏

86.9人
中央保健医療圏

126.8人
東部保健医療圏

99.9人
利根保健医療圏
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市
で
は
、初
期
救
急
医
療
体
制
と
し
て
、

地
域
の
医
師
会
の
協
力
の
下
、
深
谷
市
休

日
急
患
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）
や
在

宅
当
番
医
（
耳
鼻
科
・
眼
科
）
を
設
置
・

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
夜
間
診
療
所
は
、
医
師

会
の
内
科
・
小
児
科
を
標ひ

ょ
う

榜ぼ
う

す
る
開
業
医

の
協
力
で
、年
間
約
120
日
の
診
療
を
行
い
、

深
谷
日
赤
や
二
次
救
急
医
療
病
院
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
深
谷
日
赤
や
、
二
次
救
急
医

療
・
小
児
救
急
医
療
の
参
加
病
院
に
対
し

て
財
政
的
な
支
援
を
行
う
な
ど
、
地
域
医

療
を
確
保
す
る
た
め
の
施
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

金
かね

子
こ

 勝
まさる

  院長
深谷整形外科医院

Ｖｏｉｃｅ　ー現場の声ー
病
状
が
悪
化
す
る
前
に
、

早
め
の
受
診
を

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

【休日急患診療所 /内科・小児科・☎ 573‐7723】
　日曜日、祝日、年末年始
　午前 9時～正午、午後 2時～ 5時
【こども夜間診療所/小児科・内科(子ども)】
　土・日曜日、祝日、年末年始
　午後 7時～ 10時
　※問い合わせは、休日急患診療所へ
【埼玉県救急医療情報センター
　　　　　　　　☎ 048‐824‐4199】
救急車を呼ぶほどではないが、緊急に受
診が必要なときや、休日、夜間などに受
診が必要なときに医療機関を案内します。
　※ 24時間対応
【小児救急電話相談・☎ #8000】
　☎ #8000（NTT プッシュ回線の場合）
☎ 048‐833‐7922（IP 電話、ひかり電話、
ダイヤル回線の場合）

　
『
子
ど
も
の
救
急
ミ
ニ
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
』
は
、
応
急
処
置
や
乳
幼
児
の
病
気

の
知
識
を
得
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　

市
で
は
、
４
か
月
児
健
診
時
お
よ
び

市
内
の
医
療
機
関
で
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

場
所
や
診
療
科
目
、
時
間
な
ど
の
条

件
を
入
力
す
る
と
、
県
内
の
約
1
万
か

所
の
医
療
機
関
や
薬
局
を
検
索
で
き
る

「
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
地
図
表
示
に
よ
り
場
所
を
確
認

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｃhttp://w
w
w.iryo-kensaku.jp/sait

am
a/休日や夜間に

体調が悪くなったら…

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

い
ろ
ん
な
救
急
情
報
に
つ
い

て
知
り
た
い

医
療
機
関
や
薬
局
の
情
報
を

知
り
た
い

―

地
域
医
療
で
、
今
、
一
番
大
き
な
問
題

は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

基
幹
病
院
で
あ
る
深
谷
日
赤
の
医
師
不

足
に
よ
り
、
地
域
医
療
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
す
。

　

現
在
、
深
谷
日
赤
の
小
児
科
医
は
３
人

に
ま
で
減
少
し
、
入
院
が
必
要
な
子
ど
も

さ
ん
の
救
急
へ
の
対
応
が
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
が
一
人
と
い
う
診
療
科
も

い
く
つ
か
あ
り
、
先
生
が
た
は
、
相
当
苦

労
を
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

―

医
師
会
で
は
、
ど
ん
な
取
り
組
み
を
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

医
療
は
地
域
で
完
結
す
る
こ
と
が
理
想

で
す
。
医
師
会
で
は
、
深
谷
日
赤
と
協
定

を
結
び
、
開
業
医
と
深
谷
日
赤
と
の
医
療

連
携
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
地
域

の
医
療
機
関
が
互
い
に
協
力
・
分
担
し

助
け
合
う
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
も
病
状
に

合
っ
た
継
続
性
の
あ
る
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
休
日
急
患

診
療
所
や
こ
ど
も
夜
間
診
療
所
の
運
営
な

ど
、
地
域
の
初
期
救
急
医
療
体
制
の
確
保

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―

地
域
医
療
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

糸
口
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

設
備
の
整
っ
て
い
る
大
き
な
病
院
に

は
、
軽
い
症
状
の
か
た
か
ら
入
院
が
必
要

な
か
た
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
が

集
中
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
患

者
さ
ん
は
長
時
間
待
た
さ
れ
、
病
院
の
医

師
は
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

状
況
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
に

も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
身
近
な
か
か
り

つ
け
医
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
、
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
に

診
て
も
ら
っ
て
、
必
要
な
ら
ば
大
き
な
病

院
を
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ス
ム
ー

ズ
な
流
れ
が
つ
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
や
休
日
の
救
急
医
療
は
、

通
常
時
よ
り
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
し

て
お
り
、
必
ず
し
も
専
門
医
が
い
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
体
を
守
る
た
め
に

も
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
早
め
に
、
ま

た
、
で
き
る
だ
け
診
療
時
間
内
に
受
診
す

る
な
ど
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
医
療
の
現
状
と
問

題
点
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
共
に

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

伊
い

藤
とう

 博
ひろし

  副院長
深谷赤十字病院

地
域
に
頼
れ
る

　
　
　
　

か
か
り
つ
け
医
を

―

医
師
の
確
保
が
非
常
に
難
し
い
と
伺
っ

て
い
ま
す
が
。

　

当
院
の
常
勤
医
師
数
は
、
こ
の
４
年
間

で
11
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
疾
患

の
診
断
の
玄
関
口
と
も
言
え
る
内
科
系
の

医
師
の
減
少
は
、
医
療
現
場
の
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。

　

救
急
医
療
も
人
員
確
保
や
採
算
面
で
厳

し
い
状
況
で
す
が
、
当
院
は
、
基
幹
病
院

と
し
て
の
使
命
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
こ
の

病
院
の
存
在
価
値
で
も
あ
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
か
ら
撤
退
し
て
い
る
病
院
も

少
な
く
な
い
現
状
の
中
で
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
、
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

救
急
医
療
の
よ
う
な
『
幅
広
い
領
域
を
カ

バ
ー
す
る
医
療
』
と
、
も
う
一
つ
基
幹
病

院
の
役
割
と
し
て
重
要
な
『
高
度
で
専
門

性
の
高
い
医
療
』
を
両
立
さ
せ
る
の
は
、

か
な
り
の
努
力
が
必
要
で
す
。

―

地
域
医
療
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、
何

が
必
要
と
お
考
え
で
す
か
。

　

地
域
の
医
療
資
源
（
医
療
施
設
や
医
師

な
ど
）
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
個
々
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す

が
、
一
般
的
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
熱
や

ケ
ガ
、
慢
性
疾
患
な
ど
の
診
療
は
、
地
域

の
診
療
所
が
行
い
、
診
療
の
結
果
、
精
密

検
査
や
入
院
治
療
が
必
要
な
場
合
は
一
般

病
院
が
行
う
。
さ
ら
に
基
幹
病
院
は
、
よ

り
高
度
な
診
断
や
治
療
を
担
う
と
い
っ

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
機
能
分

担
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
院
は
、
平
成
19
年
に
「
地
域

医
療
支
援
病
院
」
の
指
定
を
受
け
、
地
域

の
先
生
が
た
と
の
医
療
連
携
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
も
、
診
療
所
や
病

院
の
機
能
や
役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
適
切
な
医
療
機
関
で
受
診
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
必
要
な
医
療
が
円
滑
に
受

診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

―

医
療
を
受
け
る
側
は
ど
ん
な
こ
と
を
心

掛
け
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ぜ
ひ
、
地
域
で
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
か
か
り

つ
け
医
を
持
つ
こ
と
で
、
診
療
行
為
の
ほ

か
健
康
管
理
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
受

け
ら
れ
る
の
で
、
病
気
の
予
防
に
も
つ
な

が
り
ま
す
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、

専
門
医
を
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
問
題
は
、
医
療
関
係
者
、

行
政
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

（深谷市・大里郡医師会　地域医療担当理事）

（金額は平成 21年度予算）

―地域医療を確保するため
バックアップしています―

○救急医療体制への支援　5,005 万 6千円
　・休日急患診療所運営費
　・こども夜間診療所運営費
　・在宅当番医制運営費
　・病院群輪番制病院運営費
　・小児救急支援事業負担金
○深谷赤十字病院への支援

1億 8,323 万 2千円
　・深谷赤十字病院拡充整備負担金
　・放射線治療装置整備負担金
○医師会、深谷日赤、保健所、関係市町村
との連絡・調整

○救急医療についての知識の普及啓発
○高規格救急車両の導入
○救急救命士の養成

Ｖｏｉｃｅ　ー現場の声ー

市の取り組み

　

国
も
医
師
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
医
師
不
足
は
、
一

朝
一
夕
に
解
決
す
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
※
コ
ン
ビ
ニ
受
診
や
救
急
車

の
不
適
切
な
利
用
な
ど
、
医
療
を
受
け
る

側
の
モ
ラ
ル
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
財
産
で
あ
る
医
療
を
ど
う
守
っ

て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
。
今
、
地
域
医
療

は
、
医
療
関
係
者
や
行
政
、
地
域
住
民
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
支
え
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
受
診　

緊
急
性
の
な
い
軽
症

患
者
が
、
休
日
や
夜
間
の
救
急
外
来
を

受
診
す
る
こ
と
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